
講 師 岡谷 恵子 東京医科大学看護学科顧問

講演では、介護が登場してからの約20年の看護の状況を、多局面から俯瞰し、これから
20年後、30年後の看護を展望して、看護実践、看護教育において、今何を刷新すべきか、
新たな看護を創造するために看護界が何をすべきかについてお話しいただきます。

第４３回 高知女子大学看護学会プログラム

10：00 ～ 開会の挨拶

10：20 ～ 講 演 「新たな看護の創造に向けて、今、何をすべきか」

13：30 ～ ワークショップ

ワークショップ１

話題提供者 田渕 良枝 （高知医療センター） 西内 舞里 （高知県立大学）
嶋岡 暢希 （高知県立大学）

ワークショップ２

話題提供者 永井 友里 （高知医療センター） 有田 直子 （高知県立大学）
池添 志乃 （高知県立大学）

ワークショップ３

話題提供者 森下 幸子 （高知県立大学） 吉岡 理枝 （高知県立大学）

ワークショップ５

話題提供者 池内 香 （土佐病院） 瓜生 浩子 （高知県立大学）

ワークショップ６

話題提供者 大川 宣容 （高知県立大学） 佐東 美緒 （高知県立大学）

メインテーマ

変動する世界の中で『ケアとキュアの融合』を刷新する

ワークショップ7

話題提供者

コーディネーター

岡野 佑子 （高知大学医学部附属病院） 岡本 静佳 （高知県庁）
鯖江 皇心 （高知医療センター） 宮地 夕里奈 （本山小学校）
高谷 恭子 （高知県立大学） 時長 美希（高知県立大学）

ワークショップ４

話題提供者 神原 咲子 （高知県立大学）
西川 愛海 佐々木 康介 河村 木綿子

（高知県立大学看護学研究科共同災害看護学専攻）


